
① 仕入入力フォーム 

 

仕入購買要求 フォーム名 購買要求 

 資産（現金）減少 

購買要求番号 B******-**貸方資産の減少    

    

 借方          貸方 

商品を買ったとき    

 仕入費用の発生      資産の減少（現預金） 

商品を掛けで仕入れ、代金の支払いは後日とします    

 仕入（費用）      買掛金（負債） 

    

固定資産を資産（現預金）で買ったとき    

 器具備品（固定資産）  資産の減少（現預金） 

① ー2 代金を支払ったときは、未払金が減少します    

 未払金（負債）      資産の減少（現預金） 

③ー2 借り入れた資金と利息を合わせた現金で支払った    

 短期借入金（負債）  資産の減少（現預金） 

 支払利息（費用）  資産の減少（現預金） 

➃ー1 目的が未確定の段階で現金を仮払いします 1,000    

 仮払金（資産）1,000  資産の減少（現預金）1,000 

➃ー2 旅費の金額と内容が確定したた 900    

 旅費交通費 900         資産の減少（現預金）900 
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① 伝票 

値集合ソース :" 購 買 要 求 票";"発注書";"検収書";"受領書";"費用";"負債";"資産";"工業簿記": 

   既定値    : "発注書" 

② 購買要求番号 

定型入力   :"B"000000\-00;0;*  例 B24 年 01 月 01 日―01 B240101-01 

W クリック時  : DoCmd.OpenForm "見積書", , , "受注コード = " & Me!受注コード 

③ 収益・費用 

値集合ソース  : "費用";"負債（返金）";"資産";"減価償却";"製造原価"   

既定値     ; "費用" 

④ 業者 ID 

値集合ソース  : SELECT 業者マスター.業者 ID, 業者マスター.業者名 FROM 業者マスター; 

⑤ 受取日 

発注段階では記入しないという事で勘定科目の金額は計算されません例えば商品を受け取り受取日を記入し

て①の伝票を発注書を検収・受領書と変えて発行できるようにしています 

➅ 非連結   ➆の絞り込み用コンボボックス 

  値集合ソース  : SELECT 工事依頼番号.部署 FROM 工事依頼番号 GROUP BY 工事依頼番号.部署 

ORDER BY 工事依頼番号.部署; 

➆ 工事依頼番号 

  マクロ 1 のコピーを使って 値の代入設定 

  DLookUp("工事依頼番号","工事依頼番号","Forms![購買要求]![工事依頼番号]Like[工事依頼番号]&'*'") 

  テーブル:工事依頼番号のレコードが削除になってもコピーして データがのこる設定 

➇ 非連結   ⑨の絞り込み用コンボボックス  pub_nan   fun_nan = pub_nan  Module で設定 

  値集合ソース  : SELECT 設備区分･予算番号 1.nan, 設備区分･予算番号 1.[ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1] FROM 設備区分･

予算番号 1 GROUP BY 設備区分･予算番号 1.nan, 設備区分･予算番号 1.[ｸﾞﾙｰﾌﾟ 1]; 

⑨ グループ 設備区分･予算番号 1 

設備名（グループ）としていますが、 工業簿記の時は設備・商品の製造に変えてください 

値集合ソース  ：SELECT 設備区分･予算番号 1.ID, 設備区分･予算番号 1.[ｸﾞﾙｰﾌﾟ], 設備区分･予算番号

1.設備名, 設備区分･予算番号 1.部課ｺｽﾄ, 設備区分･予算番号 1.[ｺｽﾄｾﾝﾀ], 設備区分･予

算 番 号 1.nan FROM 設 備 区 分 ･ 予 算 番 号 1 WHERE ((( 設 備 区 分 ･ 予 算 番 号

1.nan)=fun_nan())) ORDER BY 設備区分･予算番号 1.[ｸﾞﾙｰﾌﾟ], 設備区分･予算番号 1.

設備名, 設備区分･予算番号 1.部課ｺｽﾄ, 設備区分･予算番号 1.[ｺｽﾄｾﾝﾀ], 設備区分･予算

番号 1.部署;   

➉  商品区分 ID 

  値集合ソース  : SELECT 商品区分.商品区分 ID, 商品区分.品名コード, 商品区分.商品区分名 FROM 商

品区分; 

⑪ 社員 ID 

    値集合ソース  : SELECT 社員マスター.社員 ID, 社員マスター.氏名, 社員マスター.氏名（カタカナ） 

FROM 社員マスター; 

    既定値     : =[社員 ID].[itemdata](0) テーブル社員マスターで 氏名を変えてください 

⑫ 納期 

  既定値     :Date()+5  リンクのテーブルで設定しています 

 



Ⓖ購買明細 入力フォーム 

⑬ 非連結   ⑭の絞り込み用コンボボックス 

  値集合ソース  : SELECT 商品区分.NN, 商品区分.品名コード, 商品区分.商品区分名 FROM 商品区分; 

⑭ 商品 ID 

  更新後処理   :単価を値代入商品単価・仕入金額にコピーしています 

    値集合ソース  : SELECT 商品マスター.商品 ID, 商品マスター.商品名, 商品マスター.型番, 商品マスタ

ー.[メーカー], 商品マスター.商品の概要, 商品マスター.在庫個数, 商品マスター.[フリ

ガナ], 商品マスター.NNA FROM 商品区分 INNER JOIN 商品マスター ON 商品区

分 . 商 品 区 分 ID = 商 品 マ ス タ ー . 商 品 区 分 ID WHERE ((( 商 品 マ ス タ

ー.NNA)=fun_nna())) ORDER BY 商品区分.商品区分 ID, 商品マスター.商品名; 

⑮商品マスター 開くボタン 

⑯商品単価     単価コピー 値段が変わればこのテキストで商品単価を変更してください 

          過去の伝票で商品 ID で選択しない限り商品単価は変わりません 

⑰仕入金額     単価をコピーしています仕入金額をかえてください 粗利の計算です 

⑱コントロールソースの式 =[購買商品明細クエリのサブフォーム].[Form]![明細金額合計 ] 

⑲コントロールソースの式 =[購買商品明細クエリのサブフォーム].[Form]![テキスト 31] 

        テキストの数字をクリック  :予想金額合計・費用・消費税をコピーできます 

⑳決定金額  絶対値に-を付けます  Me!決定金額 1 = Abs(Me!決定金額 1) * -1 

       1，クロス集計の合計の為決定金額に-を付けました 

       2，累計残高勘定科目用金額にする為-を付けました 

㉑借方    ㉒貸方 資産減少金額の相手勘定科目 現金から見た見出し 

㉒貸方    資産減少 負債増加の勘定科目 

㉓参照     

参照: Left([購買要求 ＩＤ],1)のテキスト 

 クリック時 DoCmd.OpenForm "見積書", , , "参照 = 'B'" filter をして 

       購買要求番号  B******―**だけにします 

ⒶⒷⒸのボタンは各伝票のレポートの発行ボタン 

Ⓐの条件 Private Sub コマンド 307_Click()  発注書 

 With CodeContextObject 

         DoCmd.RefreshRecord 

        If (.[コンボ 223] = "発注書" = True And .参照 = "B" And IsNull(納入終了日) = True) Then  ‘納入終了日 日付空を求める条件 

            DoCmd.OpenReport "発注書", acViewPreview, "", "[Forms]![購買要求]![購買要求 ＩＤ]=[購買要求]![購買要求 ＩＤ]", acNormal 

        Else 

            Beep 

            MsgBox "購買要求""B**""と""発注書""確認" & vbCrLf & "費用金額合計値確認", vbOKOnly, "もう一度確認" 

        End If 

      End With 

End Sub 

Ⓑの条件 Private Sub コマンド 315_Click()  検収書 

  With CodeContextObject 

        DoCmd.RefreshRecord 

        If (.[コンボ 223] = "検収書" = True And .参照 = "B" And IsNull(納入終了日) = False) Then   ‘納入終了日 日付入力求める条件 



Ⓓ複写    購買要求番号を*******―**を 50 に変わりレコードを複写しますが購買明細の購買要求番号は変

わっていませんから 

       購買明細の 商品のレコードを選択してⒺボタンをクリックして下さい 

       購買明細の選択したレコードが購買要求番号が 50 として追加されます  

複数選択する時は一個一個レコードを選択してⒺをクリックして繰り返しして下さい 商品の

レコード選択が終了でⒻボタン更新で複写終了です 

例仕入だと在庫数は数量分だけ増えていると思います 

この時も条件として納入終了日 受取日 空では在庫の計算はされません 

品物を受け取って受取日を入力して検収書・受領書発行で在庫も増える条件にしています 

売上の時は在庫数は数量分だけ減少 

品物を渡して納入終了日を入力して納品書・請求書発行で在庫数減少条件にしています。 

 

 

勘定科目の金額も同様 このフリーソフトは受取日と納入終了日が計算の鍵です 

気を付けてください 確認するため filter ボタンをたくさんつくりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 売上入力フォーム 

売上見積書    フォーム名  見積書 

  資産（現金）増加 

 

見積書  A******-**借方資産の増加    

 借方                     貸方 

商品を売った時    

 資産の増加（現預金）  売上収益の発生 

商品を掛けで販売し、代金の受け取りは後日とします    

 売掛金（資産）          売上 

商品を販売する前に現金を受け取った（手付金）    

 資産の増加（現預金）  前受金（負債） 

①ー1 固定資産を後払いで購入した際    

 器具備品（固定資産）  未払金（負債） 

②ー1 固定資産を売却し、代金を後で受け取る    

 未収入金（資産）  器具備品（固定資産） 

②ー2 代金を受け取ったときは、未収入金が減少します。    

 資産の増加（現預金）  未収入金（資産） 

③ー1 取引先から現金を借り入れ    

 資産の増加（現預金）  短期借入金（負債） 

入金があったものの、原因不明の入金    

 資産の増加（当座預金）  仮受金（負債） 

 

 



③ 購買明細 各合計テキストのコントロールソース 

     商品区分 NN の番号を商品マスターの NNA にコピーして消費税を分けています 

 

 

 

小計  明細金額合計のコントロールソース     =Sum([明細金額]) 

     テキスト 44    消費税        =[テキスト 40]+[テキスト 42] 

 

（8％）対象（※） 条件 NNA=50 

テキスト 38        8％の明細金額合計 

=Nz(DSum("[明細金額]","購買商品明細クエリ","[購買商品明細クエリ]![購買要求 ID] ='" & [購買要求 ID] 

& "' And NNA=50"),0) 

      テキスト 42    8％の明細金額合計の消費税 

=Int(Nz(DSum("明細金額","[購買商品明細クエリ]","購買要求 ID ='" & [購買要求 ID] & "' And NNA =50 

")*0.08+0.55,0)) 

 

（10％）対象   条件 NNA < 46 

     テキスト 29    10％の明細金額合計 

=Nz(DSum("明細金額","[購買商品明細クエリ]","購買要求 ID ='" & [購買要求 ID] & "' And NNA < 46  "),0) 

     テキスト 40    10％の明細金額合計の消費税 

=Int(Nz(DSum("明細金額","[購買商品明細クエリ]","購買要求 ID ='" & [購買要求 ID] & "' And NNA <46 

")*0.1,0)) 

 

対象外      条件 NNA>59 

     テキスト 53 

=Nz(DSum("[明細金額]","購買商品明細クエリ","[購買商品明細クエリ]![購買要求 ID] ='" & [購買要求 ID] 

& "' And NNA>59"),0) 

     テキスト 55 

=Nz(DSum("[明細金額]","購買商品明細クエリ","[購買商品明細クエリ]![購買要求 ID] ='" & [購買要求 ID] 

& "' And NNA>59")*0,0) 

 

テキスト  '" & [購買要求 ID] & "' 入力する時注意してください 文字と数字の違い 

 

合計金額     

     テキスト 31 

=Nz([ テ キ ス ト 29],0)+Nz([ テ キ ス ト 38],0)+Nz([ テ キ ス ト 44],0)+Nz([ テ キ ス ト 53],0)+[ テ キ ス ト

55].[Requery] 

 

 



Ⓗ写真フォーム 

 

① ImagePath 

テキスト   ハイパーリンクとして表示 

② ImagePath ボタン 

購買要求番号として保存する写真ファイルを開き①のテキストに path をコピーする 

③ 写真の追加ボタンを押して②を押して写真を増やす 

④ 写真の 拡大・縮小 

⑤ tbimage テーブルを開いて確認してください 

⑥ 写真 
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